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令和８年度 学校経営計画書 

 

学校番号 27 学 校 名 静岡県立富士宮東高等学校 校 長 名 鈴木 香 

 

１ スクール・ミッション 

普通科（普通コース・アートコース）と福祉科を併置した地域と共に歩む伝統校として、学科やコース

の特色を生かしたきめ細やかな教育を通して、心身の健康・豊かな知性と感性・主体性を育み、地域貢

献や目標実現のために努力し続ける人材の育成を目指す。 

 

２ 目指す学校像 

(1) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 

【育てたい人間像】 

〇 価値観が多様化する社会で生き抜くための確かな学力と、信頼される社会人となるための自己管理能

力を備えた、自分を磨くための探究力を持った人 

〇 多様な他者を尊重し、互いの意見を傾聴するとともに自らの考えを適切に表現しながら協働すること

により、人とつながりながら物事を成し遂げることができる人 

〇 未来の幸せな地域社会をつくるために、広い視野を持ち、主体的に挑戦をしていく行動力を持った人 

【育てたい力（宮東力）】 

〇 基本的な知識技能を身に付け、場に応じてそれを活用する  『確かな学力』 

〇 挨拶や礼儀、時間管理など基本的な社会性と自己を管理するための  『自己管理能力』 

〇 自己の興味関心を深め、物事を理論的に考えて本質を見抜こうとする  『探究力』 

〇 多様性を認め、他者と力を合わせて課題に取り組む  『協働力』 

〇 他者を深く理解するために共感を持って話を聞く  『傾聴力』 

〇 自分の考えや意見を他者にわかりやすく論理的に伝える  『表現力』 

〇 自ら目標を設定し、自分の意志や判断で目標を達成しようとする  『主体的行動力』 

 

カリキュラム・ポリシー 

【普通科】 

(1) 文系・理系の枠にとらわれない、興味・関心に基づいた探究的学習を実践します。 

(2) 生涯を見通したキャリア形成力を育成し、個々の進路希望に応じたきめ細やかな指導を行います。 

(3) 地域社会での特別活動や国際交流、ボランティア活動等、校外での学びを推進します。 

(4) アートコースでは、美術に関する知識・技能と豊かな感性を育てます。 

【福祉科】 

(1) 確かな基礎学力を培い、実習を通して実践力を身に付け、地域社会に貢献しようとするあたたかな心

を育てます。 

(2) 介護、看護・医療を中心に、個々の進路希望に応じたきめ細やかな指導を行います。 

(3) 地域社会での特別活動や国際交流、ボランティア活動等を通して、自己有用感を高め、人の役に立つ

喜びを醸成します。 

 

アドミション・ポリシー 

(1) 自分の可能性を信じ、校内外の様々な活動を通して、自己の進路を積極的に模索しようとする意志を

持つ生徒 

(2) 多様な考え方を持つ人と関わり、広い視野を持ちたい生徒 

(3) 地域を愛し、人の役に立ちたいと考える生徒 

(4) 美術が好きで、感性を磨きたい生徒 

(5) 目標高く部活動に取り組み、学業との両立を目指す生徒 
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 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア 自己管理能力育成のため、心身の健康の増進と基本的生活習慣の確立を図る。 

イ 基礎学力の定着に加え、主体的・探究的に学ぶ姿勢を培う。 

ウ 主体的な活動を促し、他者との関わりの中で成長を実感できる機会を創出する。 

エ 検定取得の機会を保障し、進路選択に関する指導の充実を図る。 

オ 学科やコースの特色を生かし、福祉の心や豊かな感性を醸成する。 

カ 地域を愛する心を育てるとともに、地域・保護者から信頼される魅力ある学校を目指す。 

キ 安全教育を推進し、安心安全な教育環境の整備に努める。 

ク 常に進化し続ける学校であるために、教職員の資質向上と働き方の改善を図る。 

 

３ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）  

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

自己管理能

力育成のた

め、心身の健

康の増進と

基本的生活

習慣の確立

を図る。 

高校生として好ましい生活・学習習

慣を身に付けるための指導を行い、

高校生活の充実を図る。 

高校生としての生活・学習の習

慣が身に付いたと答える生徒

95％以上 

学年 

教務課 

生徒課 

しっかりと準備をして定期試験

に臨めたと答える生徒 70％以上 

 

学年 

全員 

「明るい挨拶」、「時間管理」、「身だ

しなみ」、「約束を守る」、「連絡・報

告・相談」の指導を徹底する。 

基本的生活習慣を身に付けるた

めの適切な指導がされていると

答える生徒・保護者 95％以上 

全員 

交通安全に関する講座を年２回以

上行い、ヘルメットを着用するなど

交通ルール遵守の意識を高めると

ともに、登下校時の安全の徹底を図

る。 

自転車指導を受けた生徒月平均

３件以内 

生徒課 
交通ルールが守れていると答え

る生徒 100％ 

教育相談体制の充実と関係職員間

の連携強化を図り、いじめ根絶・不

登校予防・特別支援教育を推進する

ために、ハイパーQU等の各種テスト

やアンケートを実施する。また、い

じめアンケート等実施後１ヶ月以

内にいじめ対策委員会を実施する。

その後、職員会議等で情報共有を行

う。SC,SSW、各種機関と連携を図り、

教育相談チームの情報共有を月一

回以上実施する、 

安心して学校生活を送れている

と答える生徒 95％以上 
生徒課 

イ 

基礎学力の

定着に加え、

主体的・探究

的に学ぶ姿

勢を培う。 

育てたい力（宮東力）を意識すると

ともに、ＩＣＴ機器を活用する等、

分かる授業・楽しい授業のための授

業改善を行う。授業改善のための授

業参観・校内研修等を、年間３回以

上実施する。 

授業が分かると答える生徒 95％

以上 
教務課 

 
授業改善に積極的に取り組んだ

と答える教員 100％ 

「高校生のための学びの基礎診断」

測定ツールを活用し、正しい学力把

握と指導改善を行う。 

スタディーサポートにおける国

数英総合判定でＣ２以上の生徒

50％以上 

進路課 

「桜丘タイム（総合的な探究の時

間）」を組織的・体系的に展開し、

探究活動の充実を図る。探究チーム

探究力が向上したと自己評価す

る生徒 80％以上 進路課 

 
桜丘タイムを組織的・体系的に
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の企画会議を月に一回以上行う。 展開し、探究活動の充実を図れ

た。」とする教員が 90%以上 

 

自主的な家庭学習習慣が身に付く

よう、適切な課題を計画的に設定

し、継続的に粘り強い指導を行う。 

自主的な学習の習慣が身に付い

たと答える生徒 85％以上 

教務課 課題の量と質が適切であったと

答える生徒 80％以上・教員 80％

以上 

朝読書を活用し、読書推進に努め

る。 
図書室の貸出冊数 20％増加 教務課 

ウ 

主体的な活

動を促し、他

者との関わ

りの中で成

長を実感で

きる機会を

創出する。 

生徒会、委員会、学年、クラス等で

生徒が主体的、協働的に活動する機

会を設ける。 

生徒会や委員会・係活動を通し

て、集団に貢献することができ

たと答える生徒 95％以上 

生徒課 桜丘祭等、生徒主体の学校行事の充

実を図る。 

学校行事に積極的に参加したと

答える生徒 98％以上 

部活動への主体的取組により達成

感と自己有用感の醸成を図る。 

部活動に積極的に参加したと答

える生徒登録生徒の 95％以上 

地域との連携やボランティア活動

への参加を推奨する。 

地域との連携やボランティア活

動へ参加する生徒 80％以上 

生徒課 

 

国際交流活動を通して、海外ルーツ

の方と交流する機会を年間５回程

度設定する。 

地域の海外ルーツの方と積極的

に交流し、海外への興味が深ま

ったとする生徒が参加者の 90％

以上 国際交流 

委員会 海外研修制度に積極的に応募し、研

修成果を全校に報告することで、探

究力が向上し、生徒の視野が広が

る。 

海外研修制度への応募数延べ 10

件以上。 

「１部活動１ボランティア活動」と

し、主体的に地域と関わる姿勢を養

う。 

実施部活動率 100％ 生徒課 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

エ 

検定取得の

機会を保障

し、進路選択

に関する指

導の充実を

図る。 

実用英語技能検定、漢字検定の受検

機会を保障し、補講を実施して取得

を支援する。 

実用英語技能検定、漢字検定の

受検者が生徒数の 20％以上、合

格者が受検者の 30％以上 

 

検定実施 

委員会 

生徒の主体的な進路目標達成を支

援できるよう、教職員の進路指導ス

キル向上を図り、多様な進路に対応

できる、個に応じた進路支援体制を

強化する。そのために、進路情報共

有の会議を月に一回以上実施する。

また、進路指導情報をホームペー

ジ、学習支援クラウドサービスで保

護者に提供する。 

進路目標達成のために努力して

いると答える生徒 90％以上 

進路課 

進路指導に満足していると答え

る生徒・保護者 90％以上 

進学希望者の進路実現率 100％ 

就職希望者内定率 100％ 

進路シラバスや教育支援ツールを

有効に活用し、３年間を通した計画

的な進路指導・支援を行う。 

進路シラバスや教育支援ツール

を面接や生活・進路指導に活用

した教員 80％以上、生徒 80％以

上 

進路課 

オ 

学科やコー

スの特色を

生かし、福祉

の心や芸術

に親しむ豊

かな感性を

醸成する。 

福祉の重要性を理解し、生涯にわた

って地域福祉や福祉社会に主体的

に取り組む心を育てる。そのため

に、地域・施設・他校との連携を年

に５回以上行い、地域に向けた福祉

講座を実施する、 

福祉講座の来場者が各 10人以上 

福祉科 

地域連携により、介護福祉への

興味・理解がより深まった生徒

95％以上 

福祉科の実習への主体的な取組と

介護福祉士国家試験への実践的な

指導を行う。 

介護実習が充実していたと答え

る生徒 100％ 

介護福祉士国家試験の合格率

100％ 

美術の専門的な知識・技能を身に付

け、感性を育むとともに、進路目標

を達成するための個別指導を行う。 

進路実現目標達成率 80％以上 

アート 

コース 

校外作品展・コンテスト等への

出品率 100％及び受賞 20件以上 

アートコースの魅力を広く浸透さ

せ、地域に根ざす特色ある教育活動

を展開する。地域等からの作品制作

等の連携を５件以上行う。 

アートコース作品展への来場者  

700名以上 

多様な人々と課題を共有し、協

働して取り組めた生徒 95％以上 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

カ 

地域を愛する

心を育てると

ともに、地域

や保護者から

信頼される魅

力ある学校を

目指す。 

保護者との連携を深め、多様な媒体

を用いて学校の情報や魅力を効果

的に発信する。 

PTA通信など、学校からの情報発

信を通して、学校での生徒の様

子がわかると答える保護者 80％

以上 

総務課 

教務課 

 
学校ＨＰやＳＮＳによる情報発

信 年 500回以上 

中学生１日体験入学やオープンス

クール等の内容の充実を図る。 

参加してよかったと答える参加

者 90％以上 
教務課 

キ 

安全教育を推

進し、安心安

全な教育環境

の整備・美化

に努める。 

防災訓練及び防災講話の充実を図

り、防災意識を高め、日常の行動変

容につなげる。 

災害時に自分がとるべき行動を

理解し、地域防災訓練に参加し

た生徒 70％以上 

総務課 

毎日の清掃活動とゴミの分別の推

進を通して、持続可能な環境や社会

への意識を高める。 

積極的に清掃活動を行い、その

ことにより校内美化が保たれて

いると答える生徒 90％以上 

生徒課 

定期的な施設設備点検を行い、危険

個所の周知や改善に努める。 

学校の施設設備は安全に配慮さ

れていると答える生徒 95％以上 事務 

施設設備に係る生徒事故０件 

ク 

常に進化し続

ける学校であ

るために、教

職員の資質向

上と働き方の

改善を図る。 

業務改善により生徒と直接かかわ

る時間を確保し、生徒理解に努め、

生徒とより良い信頼関係を構築す

る。 

信頼できる先生がいると答える

生徒 90％以上 
全員 

教職員のコンプライアンス意識を

高める。 
教職員不祥事０件 

管理職 

教職員が協働意識を高め、やりがい

を持って魅力ある学校づくりに努

める。 

教職員ストレスチェック結果の

向上➡Ｂ以上 

教職員のワークライフバランスの

実現を推進する。 

定時退勤日を設定し、退勤日の

定時退勤実施率 50％以上 

夏季休暇取得率 100％ 

（記入上の留意点） 

具体的な重点項目が外部の方にもわかりやすいよう、工夫して記載すること。 


